
平成２６年度 研究発表会（最終報告） 

【全体会②】 
 

「できますシート」について 

 
                   平成２７年 1月３０日 
                    京都市立西総合支援学校 
                    研究主任  上田 文彦 



＜内容＞ 
 

・できますシートとは？ 
 

・今年度の取組 
 

・成果と課題 
 



できますシートとは？ 
児童生徒の“できる”から導き出した目標 

学習の事前準備や状況づくりなど 
物理的な環境を整えること 

指導者や支援者による直接的な 
かかわりや支援のこと 

手だて(状況づくりや支援)付きで，子どもたちが 
「できた」具体的な内容 

手だて(状況づくりや支援)付きで，子どもたちが「できた」こと 
で得られた，まわりの反応や対応，「できた」の結果 

「できること」として般化させる 
ために確認が必要なこと この学習で見つけた「できる」「できた」

ことを活かすための次の場面や次にこんな
ことができそうだと思われること 



できますシートとは？ 

 

子どもの「できる」からスタートし，次の「できる」を考えるためのもの 
 

＜できますシートとは，何か？＞ 

 

子どもの「できる」を指導者間で共通理解するためのもの 
 

 

次のステージに「できる」を“伝えて繋ぐ”ためのもの 
 



今年度の取組 

＜２５年度の成果＞ 

 

小学部…交流学習や活動する場面を拡げ「できる」を活かした実践 
 

中学部…次の学習での手だてを考慮した実践 
 

高等部…２４年度の「できる」から，取組を繋ぐ実践 
 

・次のステージに「できる」を伝えて繋ぐために有効 
・子どもの「できる」を指導者間で共通理解するために有効 
 

…などの成果が見られた 



今年度の取組 

＜２５年度の課題＞ 

２５年度の取組では，各学部それぞれの活用方法で実践した 

・各学部とも使用頻度が少なく，使用する場面での違いがあった 
・全校的な拡がりが少なかった 

校内で統一した取組方法で取り組んでいく 



今年度の取組 

＜今年度の取組＞ 

5月  コーディネータ研修会（学部長，学年主任，ワーク担当など） 
    ⇒中鹿先生に「できますシート」の考え方や書き方についての 
     研修をして頂く  

その後 学年主任より各学年の教員に伝達研修 
    ⇒全校に「できますシート」考え方や書き方を拡げる 

6月～    全校九つ（各学部三つ）の学習ユニットで，「できます授業」と 
          「できます会」を実施 
    ⇒それぞれの学習ユニット開始日までに１枚目の「だれが・目標 
     ・いつ・どこで・だれと・手だて」を担当者が記入し「できま 
     す会」で２枚目へと更新していった 



今年度の取組 

６月 ７月 ９月・１０月 １２月・１月 

⇒各ユニット年間４回の「できます授業」と「できます会」を実施 



今年度の取組 



今年度の取組 

＜できますシートを活用した目的＞ 

・「今のできる」から「次のできる」の考え方を知り， 
 児童生徒の確実なキャリアアップに繋げる 

・「できます授業」を行い，「できます会」で他学部  
 主任からの意見を取り入れた授業改善を行う 

・「できます会」で討論・検討した「質の高い，でき 
 るの情報」を情報バンクに蓄積していく 



成果と課題 

<成果> 
 

○年間を通して計画的に取り組んだので，確実な更新ができた 
 

○「できます会」がたくさんの教員との意見交換の場となった 
 

○一人の児童生徒について考えていくことが，結果として授業全体の 
 質を高めることができた 
                   …という各学部からの報告 

 

★授業の度に，必要な手だてや教材の工夫や改善がなされた 
 

★子どもの主体的な姿を引き出すことができた 
 



成果と課題 

<課題> 
 

○校内で九つのユニットで進めていくことは，教員の大きな負担となった 
 ⇒「学部・学年会」や「教材研究」をする時間の確保が難しい… 
 

そこで… 
 各ユニット５回の「できます授業」と「できます会」を計画していたが 
 ４回に減らすこととなった… 
 
 

○「できますシート」を「できます会」参加の教員で共通理解しながら作 
 成していったので，初めてシートを目にする支援者には言葉足らずなも 
 のになってしまった… 
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